
 

資料３ 港区生物多様性地域戦略について 

 
１ 港区生物多様性地域戦略策定の背景 

平成２０年に制定された生物多様性基本法の第１３条では、都道府県又は市区町村

の区域内における生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な計画とし

て、生物多様性地域戦略の策定を努力義務として規定しています。 

また、平成２２年１０月、名古屋市で開催された「生物多様性条約第１０回締約国

会議」では、世界全体で取り組むべき基本的な方向性が愛知目標として決定されまし

た。わが国では、愛知目標の達成に向けて、平成２４年中を目途に生物多様性国家戦

略を見直しが進められています。 

一方、港区の自然環境の保全・再生や生物多様性に関する区民要望の高まりを背景

に、平成２３年３月に改定した「港区緑と水の総合計画」では、港区生物多様性地域

戦略の策定が、新規重点施策に位置づけられています。 

 

２ 港区生物多様性地域戦略の位置づけ 

  「港区生物多様性地域戦略」は、生物多様性基本法第１３条及び港区みどりを守る

条例に基づき、港区区域内における、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関す

る基本的事項を定めるもので、港区基本構想の部門別計画として位置づけられる計画

です。 

 この計画は、「港区緑と水の総合計画」の重点施策である「動植物の生息・生育環境 

の充実」の施策として、また、生物多様性国家戦略の趣旨を踏まえ、生物多様性に関 

する普及啓発や自然環境の保全を区民協働で総合的に推進することを目的に策定する 

計画です。 

また、「港区生物多様性地域戦略」は、「港区環境基本計画」、「港区緑と水の総合計

画」その他関連する計画とも整合する計画です。 

 

        

図 港区生物多様性地域戦略の位置づけ 
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３ 「港区生物多様性地域戦略」策定の目的 

「港区生物多様性地域戦略」は、豊かな自然環境の象徴である動植物の生息・生育

環境の充実を図り、生物多様性の保全と持続可能な利用に関する取り組みを、区民協

働で総合的に推進することを目的に策定するものです。 

 

４ 事業の実施方法  

「港区生物多様性地域戦略」は、区民・事業者の参加と協力を得て、平成２４・２

５年度の２ヵ年で策定します。 

また、港区生物現況調査や港区みどりの実態調査の成果を活用し、区民、事業者、

大学・研究機関、私立学校等と連携し、港区の地域特性を反映した自然環境の保全再

生の基本戦略を策定します。 

「港区生物多様性地域戦略」の策定方法については、検討組織のあり方を含め、平

成２４年の早い時期に方針を確定し、策定作業に着手します。 

 

（今後の予定） 

   平成２４・２５年度の作業は、以下の内容を予定しています。 

 

（１）平成２４年度 

   ① 港区の生物多様性に関する現状の把握と課題の整理 

② 港区生物多様性地域戦略の方向性の検討、おおまかな目標設定 

③ 生物現況の補足調査、アンケート・ヒアリング調査  

④ 事業者、ボランティア団体、大学・研究機関等、各種団体との意見交換 

⑤ 周知のためのイベント開催 

⑥ 検討組織の運営、庁内委員会の実施 

⑦ 港区生物多様性地域戦略骨子（案）の作成 

 

（２）平成２５年度 

   ① 港区生物多様性地域戦略（素案）の作成 

② 検討組織の運営、庁内委員会の実施 

③ 区民・事業者等との意見交換会の実施 

④ 周知のためのイベント開催、パブリックコメントの実施 

⑤ 港区生物多様性地域戦略の策定 

⑥ 区長決裁、公告  

 


